
公表：令和4年　3月　18日 保育所名：小規模保育園さざなみの家

チェック項目 はい いいえ 分からない 未記入

1 生活空間は、子どもの成長・発達に配慮された環境になっていますか 24

2 生活空間は、清潔で、心地よく子どもの活動に合わせた空間となっていますか 24

3
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、職員が参加
していますか

24

4
保育園向け自己評価表や保護者向け評価表の結果を踏まえ、自己評価を行うとと
もに、その結果・内容を、ホームページ等で公開していますか

24

5 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげていますか 24

6 職員の資質の向上を行うため、研修の機会を確保していますか 24

7 丁寧なアセスメントで子どもの発達状況を把握し、指導計画を作成していますか 23 1

8 指導計画に沿った支援が行われていますか 23 1

9 活動内容が総合的な視点から柔軟な形で対応されていますか 23 1

10
子どもの状況に応じ、個別と集団活動を柔軟に組み合わせて指導計画を作成して
いますか

24

11
職員間で情報共有をし、その日行われる保育の内容や役割分担について確認して
いますか

24

12 保育終了後には、職員間で、その日の振り返りを行い､情報共有をしていますか 24

13 日々の支援に関して記録をとり、保育の評価・改善につなげていますか 24

14
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携した支援を行ってい
ますか

24

15
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っていますか

24

16
同法人の保育園、児童発達支援事業所等の関係機関、または職員と連携し、助言
や研修を受けていますか

24
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17
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、発達の状況や課題について共通理解
を持っていますか

24

18
保護者に対して保護者向け講座や家族支援プログラム（親と子の心を結ぶプログ
ラムTo Heart等）の支援を行っていますか

19 1 4

19
入園のしおり、運営規程、重要事項、利用者負担等について丁寧な説明を行って
いますか

24

20
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言
と支援を行っていますか

24

21
保護者参加型の行事、保護者向け講座等の開催により、保護者同士の連携を支援
していますか

21 1 2

22
子どもや保護者からの相談やご意見について、担当窓口が決まっていて、適切に
対応していますか

24

23
園だよりやホームページ等で、活動や行事内容等の情報を子どもや保護者に対し
て発信していますか

24

24 個人情報の取扱いに十分注意していますか 24

25 保育園の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた園運営を図っていますか 20 2 2

26
緊急時の各種対応マニュアルを策定し、入所時に保護者へ周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練を実施していますか。

23 1

27 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っていますか 24

28 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の子どもの状況を確認していますか 23 1

29
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がされていま
すか

23 1

30 ヒヤリハット事例集を作成して保育園内で共有していますか 22 2

31 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしていますか 24
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園だよりを通して、子どもと親の会話がはずみ、喜んでいるという声を聞く。たよりがとても工夫されていると思う。

個人情報についてもっと厳重に管理した方がよい。

子どものトラブルに対応する時、声が大きくなってしまう。改善していきたい。

子どもの発達や興味・関心に基づいて遊具やおもちゃの出し入れを考えるとよい。

月1回、あるいは3か月に1回で各クラスの振り返りと計画や環境構成を話し合うとよい。

職員間で遊びや保育内容等の工夫を話し合って実践していきたい。

子どもの発達や育ちにあった指導計画ができるようにしていきたい。

今後に向けて

保育者全員がどの年齢の子どもも担当しており、家庭的でこの園ならではである。

子ども達が安心して過ごせるように、一人一人をよく見て気持ちを受け止め、寄り添うようにしている。

保護者と園との情報交換ができている。

調理をしながら子ども達と関わる機会を持ち、食の面から保育に参加していきたい。

発達段階にあった手作りおもちゃを工夫している。

職員間の連携がしっかりでき、丁寧な保育がなされている。

子どもとその保護者に対し、愛情と敬意を持って接している。

臨時職員が多いが、会議報告や研修内容等が周知されている。

造形教室、小麦粉粘土、米作り、芋掘り、足湯、リース、コサージュ作り（蚕を飼う）など色々な体験ができる。

自由記載

工夫している点

「安心できる環境で生きるって面白い！」と思える保育、「園は大好き、先生も大好き」という保育を常に考えている。

子どもの発達に合った保育が行われている。


